
専攻科第１９回講座（２月４日） 

 

 

第１９回講座  

「渡り鳥と出会って知る、命、地域、地球、宇宙（３）」 

講師  安西 英明氏（日本野鳥の会主席研究員） 

日時 平成 27 年２月４日（水）１０：００～１５：００ 

場所 県立手賀沼水の館及び我孫子市立鳥の博物館（我孫子市） 

 

テーマは、冬の渡り鳥と出会う 

 

 この日の講座では、手賀沼のほとりにある親水広場（我孫子市）にて冬の渡り鳥を観察

する観鳥会と県立水の館と隣接する市立鳥の博物館で安西講師による講義が行われた。「渡

り鳥と出会って知る、命、地域、地球、宇宙」講座シリーズ（全 3 回）もこの日が最終回。

冬の渡り鳥たちを間近に観察し講義に耳を傾けた。5月に谷津干潟で春に渡ってくる渡り鳥

を、11月には行徳野鳥観察舎で秋の野鳥を観察しながら名物講義を楽しんできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春を迎えるために生き抜く野鳥たち 

 

 雪こそ降らない寒空の下、親水公園で林から地上に移動してきて餌を探すツグミを先ず

見かけた。春を告げる鳥だとの解説が入る。手賀沼のほとりまで行くと、湖面を番いで泳

ぐオオバン、警戒を解いてこちらにやってくる椋鳥、日向ぼっこする 2 羽のコガモ、カル

ガモやマガモも居た。白い羽を休めて優雅に泳ぐ 2 羽のオオハクチョウの姿も見ることが

できた。沖に向かって１羽が離れていくのを見て、“外敵が近くにいるのでしょう”と講師

からのアドバイス。確かに沖合にはライバルらしき鳥の姿が見かけられた。 

 
 

手賀沼のシンボル彫刻      安西講師説明を聞く 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全員で記念撮影。背景は講義会場となっ

た千葉県立水の館 

 

  

 

オオハクチョウが番いで悠々と泳いで

いた。雄は雌を守るためにライバルを追

い払うために去っていった。 

繁殖地のロシアから渡ってくるツグミ

は、柿が熟す 11 月頃から身近でもよく

見かけるようになるとか。 

オオバンは手賀沼のマスコット鳥 

湖沼やその周辺にすみ、よく泳いで

いた。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オオバンの番い。７，８月を除いた 

季節に見ることができるようになった

とか。 

 

 

都会でもよく見かける椋鳥は人への警

戒心が薄いのか、手が届きそうな近くま

で寄ってきた。 

 

 

湖岸にはコガモの番いが羽を休めて日

向ぼっこをしていた。見かけた野鳥たち

の多くは番いだった。 

 

 

 

嘴の先が黄色いカルガモ 

子供を連れて泳ぐカルガモ親子も 

見かけた。 

色鮮やかなマガモ。 
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オオハクチョウ 

 

 

 

   

オオハクチョウ 

良く似た海鳥たち。沖の彫刻のある休み場で見かけた。足と嘴が黄色で先端が赤い鳥が

ウミネコ（左）、足と嘴が赤い小型の鳥がユリカモメ（左）。背中が黒いセグロカモメ（中

央） 

 

 

親水公園の池を泳ぐオナガガモ。尾が長

い鳥だと教えてもらう。少し遠かったの

でよく確認することができなかった。 

 

自宅に戻り、インターネットで確認して

みると、確かに尾が長いのが特色の鴨の

様だ。 
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